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（１）特　色

　生涯学習の視点に立ち、指導者の資質の向上、教育

環境の整備、さらに学校教育、社会教育の充実や連携

を図る拠点施設として、調査研究、研修講座の開設、

資料収集や活用、教育情報ネットワークの充実等を実

施している。

（２）沿　革
　昭和２６年　４月　熊本市教育研究所設立（旧熊日会館）

　　　２７年１０月  旧偕行社別館に移転（現ＮＨＫ放送局）

　　　３２年　３月  旧公会堂に移転 （現市民会館）

　　　３５年１１月  旧市庁舎内に移転 (現市役所所在地）

　　　４５年　５月　旧市庁舎別館に移転（旧九電倉庫）

　　　５４年　３月  旧家庭裁判所に移転

　　　５６年１１月  熊本市役所花畑別館に移転

　　　６２年　９月　現在地に熊本市教育センター開設

　平成２４年　３月　教育相談事業を熊本市こどもセンター

　　　　　　　　　　に移設

　　　２４年　４月  指定都市教育研究所連盟加入

　　　２４年　６月  教師塾「きらり」開講

　　　２５年　５月  教師塾「きらり」ＯＢＯＧ講座開始

　　　２６年　４月　熊本市教職員１年目研修、高等学校初任者研修開始

　　　２６年　４月　新任管理職研修開始

　　　２６年　４月　研究モデル校（少人数指導モデル校５校）

　　　２７年　４月　研究指定校（教育の情報化１校）、研究モデル校（教育の情報化２校、少人数指導

　　　　　　　　　　５校）

（３）施　設

①建築規模　敷　地  　１，５００．９２㎡

　　　　　　建　物　　鉄筋コンクリート４階建　延床面積 ２，０２０㎡

　　　　　　駐車場　　自動車約２０台

②施設構成　１階　研修室（４室）、所長室、事務室

　　　　　　２階　研修室（２室）、図書・資料室、ＩＣＴ研修室

　　　　　　３階　研修室（３室）、ｅ -ｎｅｔ支援室

　　　　　　４階　大研修室

（４）事　業

　①企画・広報に関する事業

　　■広　報

　所報「オアシス ｣、研修案内、市政広報ラジオ番組「おはよう熊本市」、教育センターＷｅｂペー

◆教育機関

１　熊本市教育センター
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ジの企画・制作

　　■事業計画

　教育センター全体に係る事業等の企画・調整、立案

　②調査・研究に関する事業

　　■研究員活動

　　　　全体テーマ『生きる力をはぐくむ学校教育の推進』

　　　平成２６年度委嘱研究員１７部会５５人（委嘱期間：平成２６年４月～平成２８年８月）

　　　※　研究発表会の実施（平成２８年１１月）

　　■教材教具等の開発

　　　・先生ちゃんねる（動画による教育番組）

　　　・デジタル教材開発

　　　・情報モラル教育リンク集

　　　・情報セキュリティ研修用の動画

　　■教育情報の収集・提供

　　　○資料提供

　　　　・指導案、研究紀要等の収集、保管、提供（データベース化）

　　　　・書籍や教育資料の収集・整理及び閲覧・貸出し

　　　○教材作成及び機器の貸出し

　　　　・拡大印刷機、カラーコピー機等による教材作成

　　　○Ｗｅｂ版教育論文集の配信

　　　○教科書センターに関する事業（教科書の保管・閲覧）

　　　　・教科書展示会　平成２８年６月１７日～６月３０日

　　■教育の情報化

　教員のＩＣＴ活用指導力の向上、児童・生徒の情報活用能力の育成及び情報モラル教育の推進

　　　　　　～熊本市地域教育情報ネットワークシステム（ｅ -ｎｅｔ）の活用～

　　　○教育の情報化推進のための研究・開発

　　　　・教育情報及び指導法等の情報提供システムの開発

　　　　・情報モラル教育の推進のための指導法等の研究

　　　　・研究モデル校（ＩＣＴ活用３校）研究指定校（教育の情報化２校）による研究（２７年度）

　　　　・校務の情報化推進のための調査研究

　　　○研修プログラムの開発

　　　　・電子黒板、デジタル教科書等ＩＣＴのよさを活かした授業づくり研修及び校内研修支援のた

　　　　　めのパッケージ研修の開発

　　　　・情報活用能力育成のための研修開発

　　　　・情報モラル教育の啓発と普及研修開発

　　■少人数学級・少人数指導による指導法の研究

　　　○研究推進

　　　　・研究モデル校（少人数指導研究モデル校５校）による研究

　　　○研究内容の共有化

　　　　・少人数指導研究モデル校（５校）で実施する公開授業及び授業研究会（少人数指導担当者等

　　　　　研修も兼ねる）

　　　　・子どもの主体的・協働的な学びにつながる授業づくり研修
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　　　　（授業づくりセミナー、トワイライト研修等のＳＤ活性化支援研修）

　　　　・研究モデル校による公開授業と授業研究会

　　　　・パッケージ研修による校内研修支援

　　　　・ホームページや広報紙をとおしての広報活動の実施

　　■平成２８年度教育論文・教育実践募集

　　　募集期間　平成２９年１月５日から１２日

　　■各教育センター・教育研究所との連携

　　　・全国教育研究所連盟、指定都市教育研究所連盟、九州地区教育研究所連盟、熊本県教育研究所

　　　　連絡協議会に加入

　③教育情報ネットワークに関する事業

　　■企　画

　　　・教育の情報化推進に向けての企画調整

　　　・ネットワーク及びＩＣＴ環境整備

　　■管　理

　　　・ネットワーク等管理

　　　・情報端末管理及び学校対応

　　■運　営

　　　・教育センターホームページ運営

　　　・教育の情報化に向けたＩＣＴ活用の推進

　　　・ＩＣＴ支援員による授業及び校内研修等の支援、メンテナンスやトラブル対応

　④研修に関する事業

　　■研修体系

　　　テーマ　「マネジメント力・実践的指導力・教師としての基盤の向上」

 

◆教育機関

−112− −113−



（注）教育講演会及び情報モラル教育セミナーは熊本地震により平成２８年度は中止。

　　　また、各研修講座についても熊本地震により一部を中止。
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（１）特　色

　図書館は、本市の教育と文化の発展に寄与すること

を目的として設置されている。図書館を中心とした公

民館図書室と移動図書館からなる図書館サービス網を

形成し、市民が利用しやすい図書館運営に努めている。

（２）沿　革

　昭和２８年１０月　熊本市立図書館として市公会堂

　　　　　　　　　　２階に開設

　　　４５年　４月　移動図書館開設

　　　５２年　７月　東部公民館図書室開設

　　　５４年　７月　龍田公民館図書室開設

　　　５６年　５月　託麻公民館図書室開設

　　　５６年　９月　熊本市立図書館建設起工式

　　　５７年　６月　幸田公民館図書室開設

　　　５７年１１月　熊本市立図書館建設落成式

　　　　　　　　　　業務開始

　　　５８年　５月　中央公民館図書室開設

　　　５９年　７月　清水公民館図書室開設

　　　６０年　８月　秋津公民館図書室開設

　　　６２年　７月　南部公民館図書室開設

　平成　２年　８月　花園公民館図書室開設

　　　　４年　４月　図書館と公民館図書室とのオンライン業務開始

　　　　８年　５月　北部・河内・飽田・天明・五福公民館図書室開設

　　　１４年　４月　西部公民館図書室開設

　　　１４年　６月　図書館ホームページを開設

　　　１５年　６月　市立図書館の開館時間を午後７時まで延長（６月～９月の平日）

　　　１５年　９月　祝日の開館を開始

　　　１５年１１月　インターネットからの図書貸出予約の受付開始

　　　２０年１０月　熊本市と富合町との合併に伴い、富合公民館図書室を開設

　　  ２２年　３月　熊本市と植木町、城南町合併に伴い、植木図書館、隈牟田（城南）公民館図書

　　　　　　　　　　室を開設

　　  ２３年１０月　くまもと森都心プラザ図書館開設

　　  ２５年　４月　熊本市立図書館の土・日・祝日の開館時間を午後６時まで延長

　　　２６年　２月　隈牟田（城南）公民館図書室閉室

　　　２６年　３月　熊本市立城南図書館開設

　　　２７年　４月　とみあい図書館（旧富合公民館図書室）を熊本市立図書館の分館として設置

　　　２８年　４月　植木図書館の土・日・祝日の開館時間を午後６時まで延長

２　熊本市立図書館

◆教育機関
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 （３）施　設

①熊本市立図書館

　■建築規模　　構造　鉄筋コンクリート２階建　

　　　　　　　　延床面積　５，２３０．７６㎡　　　

　　　　　　　敷地面積　５，６０８．４９㎡（第２駐車場１，７４０．５３㎡含む）

　■施設構成　　１階　・一般閲覧室・郷土、参考資料室・児童室

　　　　　　　２階　・ホール・集会室・学習室・事務室

　■全収蔵能力　６０５，０００冊

　　　　　（一般閲覧室１０５，０００冊、児童室７５，０００冊、郷土・参考資料室３０，０００冊、

　　　　　　書庫３９５，０００冊）

②植木図書館

　幼児から高齢者まで地域住民すべての自己学習に資するため、あら

ゆる資料や情報を提供し、生涯学習の拠点となっている。

　■概要

　平成５年１０月に生涯学習センターに併設し、植木町立図書館と

してオープン。平成２２年３月の合併に伴い、現在は、熊本市立図

書館分館として位置づけている。

　館内は、一般閲覧、児童閲覧コーナー、郷土参考資料、おはなし

コーナー、ビジネス支援政策立案コーナー等を設置しているほか移

動図書館「わかくさ号」を実施している。

③城南図書館

　指定管理者「城南図書館管理運営共同企業体」により管理運営さ

れており、地域住民の生涯学習とふれあい交流の場となる図書館をめ

ざしている。

　■概要

　南区城南町の火の君文化センター隣に熊本市立図書館の分館とし

て平成２６年３月開館。

　児童館を併設した図書館として、子どもたちを対象とした絵本や

読み物等の資料の充実を図っている。

　館内には、郷土の歴史や文化を紹介・展示し、図書を通した交流の場として活用する多目的室やエ

ントランスホールがあり、また、視聴覚（ＤＶＤ）コーナー、インターネットコーナー、学習コー

ナー、パソコン持込コーナー等も設置しているほか、移動図書館「火の君号」を実施している。

④とみあい図書館

　アスパル富合に併設し、地域住民の生涯学習の拠点となっている。

　■概要

　平成１５年７月に富合町立図書館としてオープン。平成２２年３

月の合併に伴い富合公民館図書室となったが、平成２７年４月から

熊本市立図書館分館として位置づけている。

　館内は、一般閲覧、児童書コーナー、おはなしコーナー等を設置

している。
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⑤くまもと森都心プラザ図書館

　指定管理者「くまもと森都心プラザ管理運営共同企業体」により管

理運営されており、様々な情報を収集し、ニーズに応じて知の発信・

交流を支援している。

　■概要

　熊本の陸の玄関口であるＪＲ熊本駅前にある複合施設「くまもと

森都心プラザ」の３階、４階の図書館は平成２３年６月開館。

　図書コンシェルジュをはじめ図書館のスタッフが、利用者へ情報、

資料等の提供を行っている。また、ビジネス支援センターをはじめ

プラザ内の他の部門とも連携したサービスを行っている。

　インターネットが利用できるパソコンを各フロアに８台ずつ設置しており、パソコンの持ち込みも

可能である。また、商用データベースも利用でき、学習室も設置している。

 （４）事　業
　図書館では、今後の市全体での図書サービスの改善や取組の方向性を示した「図書サービスのあり

方について」を策定し、「地域の知の拠点」として、より市民に利用されるよう図書サービスの向上に

努めている。

 （５）利　用

①利用案内（平成２８年４月１日現在）

■開館時間及び休館日

　　　○休館日（※　休日：国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律案１７８）に規定する休日）

　　＜市立図書館、植木図書館、とみあい図書館、公民館図書室＞

　　・月曜日（月曜日が休日に当たるときは、その日後においてその日に最も近い休日でない日）

　　・年末年始

　　・公民館図書室室内整理日

　　　中央、西部、東部、北部、天明・・・・・・・・・・毎月第２木曜日

　　　花園、飽田、幸田、託麻、清水・・・・・・・・・・毎月第３木曜日

◆教育機関

−116− −117−



　　　五福、河内、南部、秋津、龍田・・・・・・・・・・毎月第４木曜日

　　・特別整理日（市立図書館、植木図書館、とみあい図書館は毎年１４日以内、公民館図書室は毎

　　　年７日以内）

　　　　＜城南図書館＞

　毎月第４水曜日（水曜日が休日に当たるときは、その日後においてその日に最も近い休日でな

い日）、年末年始、 特別整理日（毎年５日以内）

　　　　＜くまもと森都心プラザ図書館＞

　毎月第３水曜日（水曜日が休日に当たるときは、その日後においてその日に最も近い休日でな

い日）、年末年始、 特別整理日（毎年７日以内）

　　　　＜男女共同参画センターはあもにい（情報資料室）＞

　毎月第２、第４月曜日（月曜日が休日に当たるときは、その日後においてその日に最も近い休

日でない日）、年末年始、特別整理日

　　　＜議会図書室＞（予約本の貸出と返却のみ）

　　　土曜日、日曜日、祝日、年末年始

　　■図書の貸出冊数・期間

　※延滞本がある場合は、延滞本を返却するまでは、新たに貸出・予約ができない。

　②資料一覧（平成２８年３月３１日現在）

■蔵書（冊）
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■障がいのある人等へのサービス資料　　　　　　　　　　■新聞・雑誌等（熊本市立図書館のみ）

　（注）市立図書館蔵書の再掲

■ＡＶ資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■団体貸出用視聴覚資料及び機材

　③平成２７年度利用状況（平成２８年３月３１日現在）

　
■図書利用状況（団体、視聴覚等含む）

■ＡＶ視聴利用状況（熊本市立図書館のみ）

◆教育機関

−118− −119−



（１）熊本博物館

　①特　色

　熊本博物館は、新館建設から４０年近くが経過し常設

展示物や資料の展示環境について社会の変化と資料保存

や展示技術の向上に適確に対応した新たな展開が必要と

なっている。

　そこで、市民や県民、さらに熊本を訪れる観光客にも

親しまれる総合博物館を目指し、平成２７年７月からリ

ニューアルに着手したところである（平成２７年７月か

ら全館休館中）。

　②沿　革

　　昭和２７年　２月　熊本博物館開館

　　　　　　　　　　（熊本城宇土櫓に第２館として）

　　　　２７年　６月　熊本博物館第１館、

　　　　　　　　　　　旧第六師団司令部跡に開館

　　　　３５年　９月　熊本城天守閣落成

　　　　　　　　　　　熊本博物館分館として発足

　　　　３６年　２月　熊本博物館再開館

　　　　　　　　　　（花畑町７－１７市勧業館内）

　　　　５３年　３月　現在地に新館落成（４月開館）

　　　　５７年　９月　元家庭裁判所跡を古京町分室として利用

　　平成　４年　３月　プラネタリウム機器更新

　　　  １５年　９月　祝日開館を開始

　　　　１８年　４月　熊本博物館情報システム運用開始

　　　　２３年　３月　プラネタリウム機器更新

　　　　２５年　７月　リニューアル準備のため休館

　　　　２６年　４月　プラネタリウム、企画展、ロビー展の一時再開（常設展示等は再開せず）

　　　　２７年　７月　全館休館（リニューアルオープンは、平成３０年度中を予定）

　

　＜平成２７年度利用状況（熊本博物館）＞

３　熊本博物館
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　　※１　投映期間は、平成２７年４月から６月まで（３ヶ月間）

　　※２　ロビー展及び特別展示室での企画展入館者数は集計せず（自由観覧）

　　※３　常設展はリニューアルのため閉鎖中

（２）熊本市塚原歴史民俗資料館

　①特　色

　塚原歴史民俗資料館は、平成２２年３月の合併により、城南町歴史民俗資料館から熊本市塚原歴史

民俗資料館へと名称変更した。館名のとおり史跡塚原古墳群に隣接しており、同史跡のガイダンス施

設の役割も果たしている。館内には、塚原古墳群からの出土資料をはじめ、城南町時代から収集され

た考古・歴史・民俗分野の資料６，０００点を収蔵展示している。

　②沿　革

　　昭和４９年1２月　日本道路公団・文化庁・熊本県・城南町の

　　　　　　　　　　　四者協定により資料館建設の方針決定

　　　　５１年１２月　塚原古墳群国指定史跡となる

　　　　５４年　３月　『塚原古墳群管理計画書』により資料館に

　　　　　　　　　　　かかる基本計画を策定

　　　　５６年　４月　城南町歴史民俗資料館建設準備委員会発足

　　　　５６年　７月　建設予定地の発掘調査

　　　　５７年　９月　城南町歴史民俗資料館建設着工

　　　　５８年　３月　城南町歴史民俗資料館竣工

　　　  ５８年１１月　城南町歴史民俗資料館として開館

　　平成　２年　３月　資料館敷地内に古代祭り再現石像群設置

　　　　　３年　３月　資料館敷地内に竪穴住居・高床倉庫建築

　　　　２２年　３月　合併により熊本市塚原歴史民俗資料館と改称

　＜平成２７年度利用状況（塚原歴史民俗資料館）＞

 

 
  

 

◆教育機関
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特色

　金峰山少年自然の家は、県立公園及びくまもと自然休養林（金峰山地区）の中に位置し、周囲は豊かな

自然に囲まれている。また、自然の家周辺には、霊巌堂をはじめとする数多くの名所・史跡が点在して

いる。

　自然の家は、このような環境のなかで、子どもたちが、学校や家庭では体験できない自然とのふれ合い

や、集団宿泊生活をとおして、規律・協同・友愛・奉仕の精神を学ぶ施設である。

沿革

昭和５０年１０月　本館完成　落成式

平成　６年  ４月　幼稚園・保育園の受入を開始

　　１４年  ４月　家族（少人数）の受入を開始

　　１６年  ３月　障がい者用浴室・トイレ完成

　　１７年  ３月　障がい者用宿泊室改修

　　２０年  ８月　宿泊棟トイレ一部洋式化工事完了

施設

　本館　鉄筋コンクリート２階建　延床面積　２，０３８㎡

　野外多目的ハウス　木造平屋　延床面積　１８０㎡

　野外炊飯場　木造平屋　延床面積　１９２㎡

　その他（自転車車庫、浄化槽機械室他）１１８㎡

　敷地面積　９，４５６㎡

　宿泊定員　２００名

　主な設備

　　・宿泊室２６室（うちバリアフリー１室、引率者用２室）

　　・食堂、体育室、保健室、研修室、大浴場、事務室

利用

　ア　利用できる人

　　・熊本市内の小中学校の児童・生徒と引率者

　　・熊本市内の少年団体とその指導者（子ども会、学級学年活動、部活動等）

　　・熊本市内の児童・生徒とその家族

　　・その他、教育委員会が適当と認めるもの

　イ　利用できる日

　　・通年で利用可能（休所日を除く）

　ウ　休所日

　　・年末年始（１２月２９日～１月３日）

　エ　申込方法

　　・利用予定日の２週間前までに事前の打ち合わせを行い、必要書類を提出する。

　オ　必要経費

　　・食事代　朝食３８０円　昼食５２０円　夕食６６０円

４　金峰山少年自然の家　
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　　・寝具クリーニング代　１３０円

　平成２７年度利用状況

 

　利用者数推移

◆教育機関
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